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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　什器、備品の開口の両縁壁に沿って摺動自在に支持されるべきシャッターを備え、前記
シャッターは、相互に連結された複数のスラットから成っているシャッター装置において
、前記複数のスラットのうち少なくとも１つのスラットに設けられたものであって前記什
器、備品の内部にアクセスするための開口と、前記開口を閉じる少なくとも１つの扉とを
有することを特徴とするシャッター装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のシャッター装置であって、前記複数のスラットのうち少なくとも最上
位のスラットに扉が取り付けられていることを特徴とするシャッター装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のシャッター装置であって、前記扉は引戸式であることを特徴と
するシャッター装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載のシャッター装置であって、前記扉は開き戸式であることを特徴
とするシャッター装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のシャッター装置であって、前記シャッターが開いた時に上を向くスラ
ットに扉が取り付けられていることを特徴とするシャッター装置。
【請求項６】
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　請求項１乃至５のいずれかに記載のシャッター装置であって、前記シャッターは、相互
に折畳み自在に連結された複数のスラットからなることを特徴とするシャッター装置。
【請求項７】
　開口の両縁壁に沿って摺動自在に支持されるシャッターを備え、前記シャッターは、相
互に連結された複数のスラットから成っているシャッター装置付き什器又は備品において
、前記複数のスラットのうち少なくとも１つのスラットに設けられたものであって前記什
器、備品の内部にアクセスするための開口と、前記開口を閉じる少なくとも１つの扉とを
有することを特徴とするシャッター装置付き什器又は備品。
【請求項８】
　請求項７に記載のシャッター装置付き什器又は備品であって、前記複数のスラットのう
ち少なくとも最上位のスラットに扉が取り付けられていることを特徴とするシャッター装
置付き什器又は備品。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載のシャッター装置付き什器又は備品であって、前記扉は引戸式で
あることを特徴とするシャッター装置付き什器又は備品。
【請求項１０】
　請求項７又は８に記載のシャッター装置付き什器又は備品であって、前記扉は開き戸式
であることを特徴とするシャッター装置付き什器又は備品。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のシャッター装置であって、前記シャッターが開いた時に上を向くス
ラットに扉が取り付けられていることを特徴とするシャッター装置付き什器又は備品。
【請求項１２】
　請求項７乃至１１のいずれかに記載のシャッター装置付き什器又は備品であって、前記
シャッターは、相互に折畳み自在に連結された複数のスラットからなることを特徴とする
シャッター装置付き什器又は備品。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２のいずれかに記載のシャッター付き什器又は備品であって、前記什器
又は備品は、複数段の棚を有し、前記扉は、前記棚に対応して取付けられていることを特
徴とするシャッター装置付き什器又は備品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、据置き家具、据付家具の如き什器、備品（被取付け体）の開口に取り付けら
れて什器、備品の開口を開閉すべきシャッター装置及びこのシャッター装置を取り付けた
什器又は備品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　シャッター装置は、家具、ファイリング用キャビネット、物入れ等の什器、備品の如き
被取付け体の開口全体を閉じるように摺動自在に取り付けられ、什器、備品の内部にアク
セスする場合には、シャッターを開口の縁に沿って折畳みながら摺動して開口を開いてい
た(特許文献１乃至３参照)。
【０００３】
　このため、従来技術のシャッター装置は、被取付け体の内部にアクセスする場合には、
シャッターを少なくとも部分的に開かなければならないので、開閉操作が面倒であり、特
に、被取付け体である什器、備品のシャッターを上側の内部にアクセスするためには、シ
ャッターをほぼ全部開かなければならないので、開閉操作が一層面倒である欠点があった
。
【０００４】
　なお、シャッターの一部のスラットに透視窓が設けられた建造物用の防火シャッター装
置が提案されているが（特許文献４参照）、この透視窓は、内部を観察することはできて
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も内部にアクセスすることはできないので、このようなシャッター装置を什器、備品に適
用しても上記と同様の欠点を回避することができない。
【０００５】
　更に、駐車場の如き建造物の開口を閉じるシャッター装置において、シャッターの下方
隅部に複数のスラットに跨って切欠き開口を形成し、この切欠き開口に非常扉を取り付け
ることが提案されている（特許文献５参照）。
【０００６】
　このシャッター装置の非常扉は、シャッターを閉じた状態で、建造物の内部に出入りす
るためのものであり、従って、このシャッター装置を什器、備品に適用しても、同様に、
什器、備品の適宜の内部位置にアクセスすることができない。
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２１１０３４号公報
【特許文献２】特開２００３－９０１８５号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１１３９６６７号公報
【特許文献４】実用新案登録第３００４８０８号公報
【特許文献５】実公平７－４１８３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする１つの課題は、シャッターを閉じたままであっても被取付け
体の内部に容易にアクセスすることができるシャッター装置を提供することにある。
【０００９】
　本発明が解決しようとする他の課題は、シャッターを閉じたままであっても被取付け体
の内部に容易にアクセスすることができるシャッター装置付き什器又は備品を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の課題解決手段は、什器、備品の開口の両縁壁に沿って摺動自在に支持さ
れるべきシャッターを備え、このシャッターは、相互に連結された複数のスラットから成
っているシャッター装置において、複数のスラットのうち少なくとも１つのスラットに設
けられたものであって前記什器、備品の内部にアクセスするための開口と、この開口を閉
じる少なくとも１つの扉とを有することを特徴とするシャッター装置を提供することにあ
る。
【００１１】
　本発明の第２の課題解決手段は、開口の両縁壁に沿って摺動自在に支持されるシャッタ
ーを備え、このシャッターは、相互に連結された複数のスラットから成っているシャッタ
ー装置付き什器又は備品において、これらの複数のスラットのうち少なくとも１つのスラ
ットに設けられたものであって前記什器、備品の内部にアクセスするための開口と、この
開口を閉じる少なくとも１つの扉とを有することを特徴とするシャッター装置付き什器又
は備品を提供することにある。
【００１２】
本発明の第１及び第２の課題解決手段において、複数のスラットのうち少なくとも最上段
のスラットに扉が取り付けられているのが好ましく、また扉は、引戸式、開き戸式のいず
れでもよいが、扉は開き戸式の場合には、扉は、シャッターが開いた時に上を向くスラッ
トに取り付けられているのが好ましい。
【００１３】
　また、複数のスラットが折畳み自在に連結されているシャッターに好適に適用すること
ができる。
【００１４】
　本発明の第２の課題解決手段において、什器又は備品は、複数段の棚を有し、扉は、こ
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れらの棚に対応して取付けられているのが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、シャッターを構成する複数のスラットのうち少なくとも１つのスラッ
トに開口を設け、この開口を閉じる扉が設けられているため、シャッターを開くことなく
、被取付け体である什器、備品の内部にアクセスすることができるので、什器、備品内の
部分的なアクセスの如き操作は、シャッターを開くことなく行うことができ、取扱いが容
易となる実益がある。
【００１６】
　特に、扉がシャッターの最上段のスラットに扉が設けられていると、被取付け体である
備品、什器の上方にある収容物へのアクセスは、シャッターに妨げられることなく、また
シャッターを全開することなく、行うことができる。
【００１７】
扉が引き戸式であると、扉が開いていてもシャッターを開くことができ、また開き戸式で
あってもシャッターの開放時に上向きとなるスラットに取り付けられていると、シャッタ
ーを開いても扉が開くことがない。
【００１８】
　更に、扉は、隣り合うスラットに跨ることなく、取り付けられるので、シャッターの開
閉操作を妨げることがない上に、構造が簡単である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の好ましい実施の形態によるシャッター装置２０が什器、備品の一例として家具
１０に適用された例が図１乃至図９に示されている。図示の形態では、家具１０は、図８
から解かるように、複数段の棚１２Ａ乃至１２Ｃを有するキャビネット１０Ｃであるのが
示されているが、他の家具、例えば、書棚や衣類収納体でもよく、また多段引出しを有す
る事務用キャビネット、その他の適宜の什器、備品に適用することができる。
【００２０】
　本発明のシャッター装置２０は、図１０に示すように、被取付け体であるキャビネット
１０Ｃの開口の両縁壁に沿って取り付けられた１対の案内レール１４に摺動自在に支持さ
れるべきシャッター３０と、このシャッター３０を案内レール１４に沿って上下動してシ
ャッター３０を開閉するシャッター駆動手段４０とを備えている。シャッター３０は、１
対の案内レール１４と、その上端に取り付けられた上枠１６と、下端に取り付けられた下
枠１８とで形成された枠組みに保持されている。
【００２１】
　シャッター３０は、相互に折畳み自在に連結された複数のスラット３２から成っている
。図示の例では、シャッター３０は、４つのスラット３２Ａ乃至３２Ｄから成っている。
【００２２】
　隣り合うスラット３２は、図１０乃至図１２に示すように、ヒンジ金具３４によって相
互に連結されている。更に、詳細に述べると、最上位のスラット３２Ａの上縁は、上枠１
６にヒンジ金具３４によって枢支され、最上位のスラット３２Ａの下縁は、次の下側のス
ラット３２Ｂの上縁にヒンジ金具３４によって枢支され、以下、同様にして、上側のスラ
ット３２Ｂ、３２Ｃの下縁は、その下側のスラット３２Ｃ、３２Ｄの上縁にヒンジ金具３
４によって枢支されている。
【００２３】
ヒンジ金具３４は、このヒンジ金具３４が取り付けられた面が１８０度となってスラット
３２を折畳むように機能する。図示の例では、１つ置きのスラット３２Ａ、３２Ｃの下縁
と他の１つ置きのスラット３２Ｂ、３２Ｄの上縁との間では、ヒンジ金具３４がシャッタ
ー３０の外側に面するように取り付けられ、また１つ置きのスラット３２Ａ、３２Ｃの上
縁と上枠３６及びスラット３２Ｂの下縁との間では、ヒンジ金具３４がシャッター３０の
内側に面するように取り付けられる。
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【００２４】
シャッター３０は、展開して閉じ状態では、上位のスラット３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃの下
縁が下位のスラット３２Ｂ、３２Ｃ、３２Ｄの上縁に衝合して同じ平面となる。ヒンジ金
具３４は、これらの縁面の接触を妨げることがないように、これらの縁面に陥没状態で取
り付けられる。
【００２５】
　また、シャッター３０は、折畳まれた状態では、スラット３２Ａ、３２Ｃの下縁とスラ
ット３２Ｂ、３２Ｄの上縁とがキャビネット１０Ｃの正面側に突き出る。
【００２６】
　図１０、図１４及び図１５に示すように、シャッター３０は、適宜のスラット、図示の
例では、スラット３２Ｂ、３２Ｄの両側下縁の背面(内面)に、案内レール１４に係合する
ローラ３６を有するブラケット３８がねじ６２によって取り付けられている。
【００２７】
　このようにすると、シャッター３０の開閉時、スラット３２Ａ乃至３２Ｄが折り畳まれ
たり展開したりする際に、スラット３２Ｂと３２Ｄの下縁は、スラット３２Ｂの下縁に連
結されているスラット３２Ｃの上縁と共に、図４乃至図７に示すように、常に、案内レー
ル１４に沿って移動するが、スラット３２Ａ、３２Ｃの下縁は、これらに連結されている
スラット３２Ｂ、３２Ｄの上縁と共に、案内レール１４に拘束されることなく、移動する
ことができる。従って、スラット３２Ａ乃至３２Ｄは、案内レール１４に沿って昇降しな
がら、折畳まれたり（図８、図９、図１１及び図１２参照）、展開したりすることができ
る（図１乃至図３参照）。
【００２８】
シャッター駆動手段４０は、図１０、図１４及び図１５に示すように、ローラ３６の外端
に同軸状に取り付けられて案内レール１４に係合するリング状の条受け４２と、この条受
け４２に連結されるワイヤー状の駆動条４４とから成っている。駆動条４４は、案内レー
ル１４内を上方に延びて案内レール１４の上端で図示しない滑車を介して折り返され同じ
く図示しない駆動条巻取り機に連結されている。なお、図１５において、符号６０は、条
受け４２をローラ３６と共にブラケット３８に固定するねじである。
【００２９】
　従って、駆動条巻取り機を駆動して駆動条４４を巻きほぐすと、駆動条４４は、案内レ
ール１４内を下降するので、シャッター３０は、スラット３２Ａ乃至３２Ｄを展開しなが
ら下降してキャビネット１０Ｃを閉じる。また、駆動条巻取り機を駆動して駆動条４４を
巻き上げると、駆動条４４は、案内レール１４内を上昇するので、シャッター３０は、ス
ラット３２Ａ乃至３２Ｄを折り畳みながら上昇してキャビネット１０Ｃを開く。
【００３０】
　本発明のシャッター装置２０は、複数のスラット３２Ａ乃至３２Ｄのうち少なくとも１
つのスラット、図示の例では、３２Ｂ、３２Ｃに設けられた開口５０Ｂ、５０Ｃ（総体的
には符号５０で代表する）と、これらの開口５０Ｂ、５０Ｃを開閉自在に閉じるように開
口の縁に取り付けられた少なくとも１つの扉、図示の例では、各２つの扉５２Ｂ、５２Ｃ
（総体的には符号５２で代表する）を備えている。
【００３１】
　図１乃至図１０の形態では、扉５２は、観音開き式であるのが示されているが、これは
、図１６に示すように、引戸式としてもよいし、これらを併用してもよい。例えば、１つ
のスラット３２に２つ以上の扉５２を有する場合に、この１つスラット３２の扉として観
音開き式と引き戸式とを併用してもよいし、複数のスラット３２にそれぞれ１つの扉を有
する場合に、一方のスラットの扉は、観音開き式とし、他方のスラットの扉は、引き戸式
としてもよい。なお、観音開き式の扉は、シャッター３０の開閉時の移動に際して不本意
に開くことがないように、閉じた状態が硬めであるかロックされるようにするのが好まし
い。
【００３２】
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　図４、図８から解るように、スラット３２Ａ、３２Ｂは、最上段の棚１２ＡＢに対応し
、他のスラット３２Ｃ、３２Ｄは、２つの下段の棚１２Ｃ、１２Ｄに対応している。従っ
て、扉５２Ｂ、５２Ｃは、それぞれ棚１２ＡＢ、１２Ｃに対応していることが解る。
【００３３】
　本発明のキャビネット１０Ｃは、シャッター３０を開閉することによってその全開口を
開閉することができるが、シャッター３０を閉じたままであっても、任意の扉５２を開い
て棚１２ＡＢ又は１２Ｃにアクセスすることができる。従って、棚１２ＡＢ又は１２Ｃに
物品を出し入れしたい場合に、相応する扉５２を開くことによって物品の出し入れを容易
に行うことができる。
【００３４】
　なお、上記の実施の形態では、扉５２は、第２位と第３位のスラット３２B、３２Cに取
り付けられているが、図１７に示すように、特に、最上位のスラット３２Aに扉５２Ａが
取り付けられると、もしこの最上位の扉５２Ａがなければ、シャッターを全開しない限り
、最上位のスラットに対応して収容されている収容物へのアクセスすることができないと
いう不都合を回避することができるので好ましい。
【００３５】
扉５２は、開き戸式、引き戸式のいずれでもよいが、扉５２が引き戸式であると、扉５２
を開いたままでもシャッター３０を開くことができ、また、図示のように、開き戸式であ
ってもシャッター３０の開放時に上向きとなるスラット（図の第３位のスラット３２C）
に取り付けられていると、シャッター３０を開いても扉が開くことがないので、このよう
なスラット、図のスラット３２Ａ、３２Cに設けられるのが一層好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明によれば、シャッターを構成する複数のスラットのうち少なくとも１つのスラッ
トに開口を設け、この開口を閉じる扉が設けられているので、シャッターを開くことなく
、被取付け体である什器、備品の内部にアクセスすることができ、什器、備品内の部分的
なアクセスの如き操作は、シャッターを開くことなく行うことができ、取扱いが容易とな
り、高い産業上の利用性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の１つの実施の形態によるシャッター装置を備えたキャビネットの下向き
斜視図である。
【図２】図１のキャビネットの側面図である。
【図３】図１のキャビネットの上向き斜視図である。
【図４】図１と同様であるが、シャッターを部分的に開いた状態の斜視図である。
【図５】図４の状態のキャビネットの側面図である。
【図６】本発明のシャッター装置のみの半開状態の斜視図である。
【図７】図６のシャッター装置を背面から観察した状態の斜視図である。
【図８】図１と同様であるが、シャッターを全開した状態の斜視図である。
【図９】図８の状態のキャビネットの側面図である。
【図１０】図１のキャビネットを背面から観察した分解状態の斜視図である。
【図１１】本発明のシャッター装置の全開状態の拡大側面図である。
【図１２】図１１の状態のシャッター装置の上向き斜視図である。
【図１３】１つのスラットとガイドレールとの関係をシャッター半開状態で示す拡大斜視
図である。
【図１４】図１３に示された部分の拡大平面図である。
【図１５】図１２及び図１３に示された部分の拡大分解斜視図である。
【図１６】本発明の異なる形態の図１と同様の斜視図である。
【図１７】本発明の更に異なる形態の図１と同様の斜視図である。
【符号の説明】
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【００３８】
　１０　家具
　１０Ｃ　キャビネット
　１２Ａ乃至１２Ｃ　棚
　１４　案内レール
　１６　上枠
　１８　下枠
　２０　シャッター装置
　３０　シャッター
　３２、３２Ａ乃至３２Ｄ　スラット
　３４　ヒンジ金具
　３６　ローラ
　３８　ブラケット
　４０　シャッター駆動手段
　４２　リング状の条受け
　４４　ワイヤー状の駆動条
　５０、５０Ｂ、５０Ｃ　開口
　５２、５２Ｂ、５２Ｃ　扉
　６０、６２　ねじ

【図１】 【図２】



(8) JP 5101151 B2 2012.12.19

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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